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金融機関、再生ファンドと公的機関の提携と
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１．中小企業の再生局面におけるRB(リレバン)
(1)再生と企業＝銀行間関係（2つのパターン）

①TB(ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾅﾙ・ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ）→経営状況悪化→再生局面

②RB(ﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ・ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ) →経営状況悪化→再生局面

①のｹｰｽ･･･TBでは、経営状況が悪化する企業に融資する

ことは確率論的に金融機関の「想定内」

（→再生過程での金融機関の対応は、従来は従
来同様、TBにより決定することが可能。）

②のｹｰｽ･･･RBでは、必ずしもそうではない。継続的かつ広範

な取引関係で入手した企業情報に欠陥があった

可能性
（→再生過程での金融機関の対応は、従来と異な
るものとなる可能性）

・借り手のモラルハザードの防止(「麗しき」性善説からの決別)？
・「腐れ縁？」の解消
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２．「銀行企業関係と中小企業の法的整理方法の選択」(第一論文
（胥,鶴田,袁各先生））

・ 倒産企業中の破産選択確率、再生過程選択確率の分析

→ 関連分析：中小企業白書(2003年版）

倒産企業の事業継続状況
～倒産後も事業を継続している企業は多数存在～

従業員規模と事業継続状況
～従業者規模の大きい企業ほど

事業を継続している
企業が多い～
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倒産直前の経常利益と事業継続状況
～経常利益の状況が良好なほど
事業継続している割合が高い～

倒産直前の売上傾向と事業継続状況
～売上げが増加傾向の企業は倒産後も
事業を継続している割合が高い～

コメント：
① 企業側の倒産前の収益力要因は再建/清算の選択に影響

を与えないか。
② 業種要因（現金商売の小売業の例）
③ 再生ステージでのリレバン特有の役割（最初に述べた点）
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３． 「地域再生ﾌｧﾝﾄﾞと地域金融機関の関係に
ついて」(第二論文（松尾先生））

・ 地域再生ﾌｧﾝﾄﾞの現状とＤＤＳの現状、ＤＤＳの地域
再生ﾌｧﾝﾄﾞによる利用

2005年9月中小企業庁発表データから
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コメント：
①地域再生ﾌｧﾝﾄﾞの利用に対する評価
②ＤＤＳが、普及しない原因
③再生ステージでのリレバン特有の役割（最初に述べた点）
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４． 「中小企業再生を巡る諸施策の展開と地域金融機関の役割」
(第三論文（田頭先生））

・ 中小企業再生における地方金融機関、リレバンの
役割
→ 関連分析：中小企業白書(2003年版）

メインバンクから思い通りに貸してもらえなかった企業の割合（メインバンクとの取引年数別
（債務超過企業のみ））

～債務超過企業の場合、取引年数と借入のしやすさに関係は見られない～
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コメント：
①再生ステージでのリレバン特有の役割（最初に述べた点）
②早期発見と早期再生(3-2)の具体的内容について何か


